
2026年 4月 19日 

主日礼拝 

 

 

礼拝讃美歌⇒364番（SK姉） 

『主よわが魂を探り』 

 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙６章 4，8~11，14節（MM姉） 

『わたしたちは洗礼によってキリストと共に葬られ、その死にあずかるものとなりました。それは、キリスト

が御父の栄光によって死者の中から復活させられたように、わたしたちも新しい命に生きるためなのです。 

 

わたしたちは、キリストと共に死んだのなら、キリストと共に生きることにもなると信じます。そして、死者

の中から復活させられたキリストはもはや死ぬことがない、と知っています。死は、もはやキリストを支配し

ません。キリストが死なれたのは、ただ一度罪に対して死なれたのであり、生きておられるのは、神に対して

生きておられるのです。このように、あなたがたも自分は罪に対して死んでいるが、キリスト・イエスに結ば

れて、神に対して生きているのだと考えなさい。 

 

なぜなら、罪は、もはや、あなたがたを支配することはないからです。あなたがたは律法の下ではなく、恵み

の下にいるのです。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒508番（旧 243番） 

『イエスとともにわれ死に』 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙二 5章 16~21節（KT姉） 

『それで、わたしたちは、今後だれをも肉に従って知ろうとはしません。肉に従ってキリストを知っていたと

しても、今はもうそのように知ろうとはしません。だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造さ

れた者なのです。古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。これらはすべて神から出ることであって、神は、

キリストを通してわたしたちを御自分と和解させ、また、和解のために奉仕する任務をわたしたちにお授けに

なりました。つまり、神はキリストによって世を御自分と和解させ、人々の罪の責任を問うことなく、和解の

言葉をわたしたちにゆだねられたのです。ですから、神がわたしたちを通して勧めておられるので、わたした

ちはキリストの使者の務めを果たしています。キリストに代わってお願いします。神と和解させていただきな

さい。罪と何のかかわりもない方を、神はわたしたちのために罪となさいました。わたしたちはその方によっ

て神の義を得ることができたのです。』 



 

（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒68番（旧 308番）（KH兄） 

『若草の牧場より』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒148番（旧 94番曲） 

『主の御旨により』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒マタイによる福音書 25章 31~46節（HK兄） 

『「人の子は、栄光に輝いて天使たちを皆従えて来るとき、その栄光の座に着く。そして、すべての国の民が

その前に集められると、羊飼いが羊と山羊を分けるように、彼らをより分け、羊を右に、山羊を左に置く。そ

こで、王は右側にいる人たちに言う。『さあ、わたしの父に祝福された人たち、天地創造の時からお前たちの

ために用意されている国を受け継ぎなさい。お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いて

いたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪

ねてくれたからだ。』すると、正しい人たちが王に答える。『主よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見

て食べ物を差し上げ、のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。いつ、旅をしておられ



るのを見てお宿を貸し、裸でおられるのを見てお着せしたでしょうか。いつ、病気をなさったり、牢におられ

たりするのを見て、お訪ねしたでしょうか。』そこで、王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であ

るこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。』 

それから、王は左側にいる人たちにも言う。『呪われた者ども、わたしから離れ去り、悪魔とその手下のため

に用意してある永遠の火に入れ。お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせず、のどが渇いたときに飲

ませず、旅をしていたときに宿を貸さず、裸のときに着せず、病気のとき、牢にいたときに、訪ねてくれなか

ったからだ。』すると、彼らも答える。『主よ、いつわたしたちは、あなたが飢えたり、渇いたり、旅をしたり、

裸であったり、病気であったり、牢におられたりするのを見て、お世話をしなかったでしょうか。』そこで、

王は答える。『はっきり言っておく。この最も小さい者の一人にしなかったのは、わたしにしてくれなかった

ことなのである。』こうして、この者どもは永遠の罰を受け、正しい人たちは永遠の命にあずかるのである。」』 

 

聖書⇒ダニエル書 7章 13節 

『夜の幻をなお見ていると、／ 

見よ、「人の子」のような者が天の雲に乗り／ 

「日の老いたる者」の前に来て、そのもとに進み』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 26章 63~66節 

『イエスは黙り続けておられた。大祭司は言った。「生ける神に誓って我々に答えよ。お前は神の子、メシア

なのか。」イエスは言われた。「それは、あなたが言ったことです。しかし、わたしは言っておく。 

あなたたちはやがて、／ 

人の子が全能の神の右に座り、／ 

天の雲に乗って来るのを見る。」 

そこで、大祭司は服を引き裂きながら言った。「神を冒瀆した。これでもまだ証人が必要だろうか。諸君は今、

冒瀆の言葉を聞いた。どう思うか。」人々は、「死刑にすべきだ」と答えた。』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 14章 1，26~27節（KH兄） 

『「心を騒がせるな。神を信じなさい。そして、わたしをも信じなさい。 

 

しかし、弁護者、すなわち、父がわたしの名によってお遣わしになる聖霊が、あなたがたにすべてのことを教

え、わたしが話したことをことごとく思い起こさせてくださる。わたしは、平和をあなたがたに残し、わたし

の平和を与える。わたしはこれを、世が与えるように与えるのではない。心を騒がせるな。おびえるな。』 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 4章 6~7節 

『どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、求めているも

のを神に打ち明けなさい。そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和が、あなたがたの心と考えとをキリス

ト・イエスによって守るでしょう。』 

 



 

礼拝讃美歌⇒256番（KH兄） 

『歌いつつ歩まん』 

 

 

《礼拝讃美歌解説》 

第 209番 

「いつかは知らねど」 

浜田兄 

 

 

《建徳要旨》 


